
亜寒帯〜北極海海洋⽣態系研究 (ESSAS) 2021
公開講演会

海に暮らす哺乳類： オットセイや
アザラシ，イルカとクジラ，そしてヒト

講師： 三谷 曜子 准教授
（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター）

北海道の海には，⼀年中道東に⽣息するゼニガタアザラシから，晩秋にやってくるトドや
オットセイ，流氷とともに来遊するゴマフアザラシなどの鰭脚類がいる．そして，氷が開け
るとやってくるシャチや，⿂を追って群れをなすカマイルカなどの鯨類もいる．さらに，私
たちヒトも北海道の海の恵みを享受している⽣態系の⼀員である．この海で，ヒトと海棲哺
乳類がいつまでも共に暮らすためにはどのようにすれば良いかを考えていく．

主催 Ecosystem Studies of Subarc2c and Arc2c Seas (ESSAS), Regional program of Integrated Marine Biosphere Research project (IMBeR) 
共催 北海道⼤学北極域研究センター, 海洋研究開発機構, ArCS II, J-ARC Net

事前申し込み制：５⽉２８⽇（⾦）正午までに、https://forms.gle/vXMkLuY46p9rW2NG8また
は下記QRコードよりお申し込み下さい。５⽉２８⽇（⾦）⼣⽅に、お申込みいただいたメー
ルアドレスへ接続情報（⽅法・接続先）をお知らせします。

お問い合わせ先 ESSAS実⾏委員会 原⽥尚美・平譯 享
メールアドレス essas.info@gmail.com

2021年
５月３０日（日）18:00‒19:00
（ライブ配信）

https://forms.gle/vXMkLuY46p9rW2NG8

